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大人になった今、ごっこ遊びの経験を思い出すことはありませんか？ごっこ遊びの始まりは身近な大人の模倣から始まります。おお

きな樹では大人が実物に似たおもちゃのバナナを見せて皮をむいて食べる真似やコップを持って「かんぱーい」と模倣を促すことをた

くさん行います。最初はきょとんとした表情の子どもたちが、次第に大人に促されて真似をするようになります。次は黄色い積み木を

バナナに見立てて皮を剥いて食べる素振りを見せ「バナナのつもり」「食べる演技」を理解します。次第に真似から自分で積み木を車

に見立て遊んだり、葉っぱをお皿にのせて「いただきます」と手を合わせて食べたりと見立て遊びに移行します。そして、いよいよごっ

こ遊びです。車の運転手になりきって走ったり、お料理をするお母さんの仕草をしたり、様々なシーンを頭の中で想像して役になりきっ

て遊ぶようになります。コミュニケーションが育ち、手先も器用になってくると子どもなりに作ったものを取り入れながら、集中して

遊ぶようになります。またお医者さんごっこや闘いごっこで痛みの擬似体験を重ねると想像力も一層育ち、相手に対しての思いやりな

どを育むのに適した時期になります。役になりきって「何にしますか？」「どうしましたか？」「ありがとうございました」「おだい

じに」と見本を見せ、やりとりや言葉遣いも学べるようにします。このように大人の真似から見立て遊び、ごっこ遊びへと発展する過

程で『想像力』『言語』『社会性』『表現力』『情緒』『記憶力』などが発達します。

最後に大事なポイントは①繰り返しお手本を見せ、真似を促す。② 想像力が膨らむように様々な素材を用意する。③子どもの想像を

否定しない(車をぶつける事故を再現しても、遊び方を教える)。新しいことを覚えるには大人が根気よく関わることが必要ですが、子供

の無限大の想像力に感動する時を楽しみにしたいですね。

○運動会について○

１0月17日（木）に運動会を予定しています。

バスの送迎・給食はありません。登園時間が異なるため、詳細はお知ら

せのプリントをご確認ください。

９月の職員研修は「疑似体験」を行いました。子ども

の立場に立って物事がどのように見え、感じているのか

を体験してみました。ペットボトルで作った眼鏡をかけ、

分厚い軍手を付けて、お話を聞いて折り紙を折りました。

するとすぐに「わからない。できない。」という思いに

駆られました。見た目ではわかりづらい感覚的な部分で

困ってしまうことに気付かされました。日々の活動の中

で、子どもたちの困りごとに気付き、受け止め、どうし

たら伝わりやすいか、この経験を活かして今後の支援に

繋げていきたいです。
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今年は、石川県能登地方で地震があり、関東地方でも地震が発生しました。日本において地震は

避けることが出来ません。以前は防災といわれていましたが今は、減災と変化してきました。

災害時には、「自助・共助・公助」という言葉があります。「自助」とは、まず自分の身を守ることを指します。「共助」とは、近所

との人たちと助けあうことです。「公助」とは、警察、消防、行政など公的な支援になります。「公助」が確立するまでに約72時間以内

には確立するとの想定により3日間の飲食の備えが必要とされています。大規模災害時には、この「公助」の確立が想定より、時間がか

かることも予想されます。その時に大切なのは「共助」となり、隣近所との関わりがとても重要になってきます。自治会など地域での防

災訓練などが定期的に開催されています。

平時の備えが大切ですので、ぜひ参加してみてください。きっと様々な課題がみえると思います。

園だより

９月生まれのお友だちは４

人でした。一人ずつケーキにロウソク

を立てて「フー。」と火を吹き消しました。ロウソクの

火が消えると、みんなの表情はキラキラしていました。

お楽しみでは、「おばけのバケチャマ」のパネルシアター

を見ました。「何にバケてるでしょうか？」クイズをみ

んなで楽しみました。

♪どんぐりコロコロ♪ ♪とんぼのメガネ♪

22日(火) 身体測定(ほしぐみ)

23日(水) 身体測定(にじぐみ)

25日(金) 引取訓練

※帰りの送迎無し

９月20日に保護者向け勉強会を伊勢原文化会館で行いました。講師

には『手をつなぐ育成会』の長谷川氏と指定特定相談支援事業所ドリー

ム相談室で相談支援専門員をしている柏木氏をお迎えしました。お二人

には『手をつなぐ育成会』についての成り立ちや保護者からの質問に答

えていただきました。

お子さんが成人してから自立して過ごすために今必要なこと・・・

「愛情をたくさん注ぐ、趣味や好きなことをみつける、お子さんにあっ

たコミュニケーションの方法をみつける」など、改めて大切なことを教

えていただきました。私たち職員の日々の関わり方

にも活かしていきたいと思います。

９日(水) お誕生日会(にじぐみ)

10日(木) 避難訓練

17日(木) 運動会

21日(月) 身体測定(つきぐみ)




